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研究成果の概要（和文）：　本研究では「医療専門職とジェンダー」の問題構造が解明され、日英の女性医師の職業と
個人生活、生涯的なキャリア構築と自己形成、医学教育と生涯学習、歴史的経緯と現状、学術的アプローチと実践など
の関係性に関わって多くの示唆が得られた。主な知見は、１.日英の女性医療専門職の研究方法、2．欧米の専門職世界
でのfeminisationの動向（文献・実地調査）、3.日本の医師世界のキャリア認識と「プロフェッショナリズム」・「ロ
ールモデル」概念との関係性（文献研究・ウェブ調査）、4.「キャリアヒストリー法」の構想・発展（次期科研）であ
り、研究成果は雑誌論文7、図書7、学会口頭報告・招待講演等17で公表された。

研究成果の概要（英文）：In this study, the problem structures of the career of ‘women clinical（or 
health） professionals’were observed,and many implications were acquired for the analysis of ; vocation 
and personal life of women doctors in Japan and UK, lifelong career development and self-formation, 
medical education and lifelong learning, history and present situation, academic approach and practice. 
The major outcomes were; 1 the research method of women clinical professionals in Japan and UK ; 2 the 
trend of feminisation in the professional world of EU ; 3 the relationship of career and other concepts 
such as ‘professionalism’ and ‘role model’in the Japanese medical world ; 4 the design and 
development of ‘career history method’(next challenge). These discussions were published through a 
book, articles, 3 aural reports, and an invited lecture.

研究分野：生涯教育学
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１．研究開始当初の背景 
代表者は、戦前の処女会・女子青年団、農
繁期季節託児所、女性教育／指導者など、歴
史的アプローチによるジェンダー教育研究と、
2006年以来の日本医学教育学会専門委員会等
の医学・医療者教育への関わりやプロフェッ
ショナリズム、キャリアに関する現代的問題
関心から、歴史的対象を現代的課題から再検
討する意義と可能性を追求してきた。とりわ
け、東京女子医科大学創立者吉岡彌生を取り
上げた博士学位論文は、吉岡の女性専門職養
成の思想と実践を、「女医」養成論と「女医」
発展戦略、「女性医師の生き方」に関わるロ
ールモデルなどの実践的観点から捉え直すも
のであり、本研究は、代表者のこのような問
題意識を分担者と共有しつつ、医学教育学、
看護教育学、生涯教育学、日英比較研究など
の統合的・総括的アプローチで課題に取り組
もうとするものであった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、医療専門職の女性、主に女性医
師と女性看護師の生涯を通じたキャリアの
形成・継続・発展とその養成上の諸問題を歴
史的・実践的・国際的視点から多面的に検討
することを通して、女性医療専門職をめぐる
現代的課題への示唆と展望を得ようとする
総合的研究である。近年、社会問題化した女
性医師の「医療現場からの撤退」、新卒女性
看護師の職場定着率の低迷などを背景に、キ
ャリア形成、キャリア継続やワークライフバ
ランス等への対応の必要性が認識されてき
た。本研究では主に、世界初の女性医師
E.Blackwell、および看護師の専門職化の主
導者F.Nightingaleを輩出した英国と日本と
の、医師・看護師の職業的発達、キャリアの
現状と実践的課題などの多面的な比較検討
から、「生涯キャリア」実現への示唆と展望
を得ることを目指した。 
 
３．研究の方法 
第一に、研究会活動を基盤に研究・実践・
認識の共有化と相互理解をすすめ、他専門
職と比較した医療専門職の特徴、発展段階
の時期区分、史的考察を共有化し、論点と
諸課題を明らかにした。  
第二に、医師・看護師を中心とする専門
職のキャリア支援や養成・教育について、
関連機関やリソースパーソンへのヒアリン
グ、関連学会等での情報収集、実地調査の
成果を史的考察とつき合わせつつ、考察対
象と方法論について検討を行った。 
第三に、女性医師・女性看護師へのキャ
リアヒストリーインタビュー調査計画につ
いて、倫理審査への申請を行い、分析方法
としてのキャリアヒストリーのフォーマッ
トの検討と周到な調査計画を作成した。ま
た、キャリアヒストリーを用いた教育実践
の方法論への適用可能性をも検討した。 

第四に、英国の女性医療職の歴史、入試・
選抜システムを含む現状、課題を実地調査
し、そこに横たわる諸課題を抽出するとと
もに日本の実情と比較検討し、その動向と
顕著な特徴を論文化した。 
第五に、特に女性医師の文脈に絞って、
キャリアとプロフェッショナリズム、キャ
リアとロールモデル、という 2組の重要概
念がどのような位置関係にあり、実態とし
てどのように相互関連しつつ、現場で機能
しているのかについて、主に web調査と理
論的検討から浮き彫りにした。 
 
４．研究成果 
本研究では「医療専門職とジェンダー」の
問題構造が解明され、日英の女性医師の職業
と個人生活、生涯的なキャリア構築と自己形
成、医学教育と生涯学習、歴史的経緯と現状、
学術的アプローチと実践などの関係性に関
わって多くの示唆が得られた。 
本研究で得られた知見は、（１）日英の女
性医療専門職の研究方法の検討（全般・研究
会 ）、（ ２ ） 欧 米 の 専 門 職 世 界 で の
feminisation の動向整理（文献・実地調査）、
（３）日本の医学世界のキャリア認識と「プ
ロフェッショナリズム」・「ロールモデル」概
念との関係性（文献研究・ウェブ調査等）、
（４）調査分析方法・教育実践方法としての
「キャリアヒストリー法」という新たな枠組
の構想・発展（次期科研）である。 
本研究では、現代の多様化・複雑化する専
門職世界において「医療専門職とジェンダ
ー」の問題構造を整理・分析し、生涯キャリ
アの視野で、日英の女性医師の職業と個人生
活、キャリア構築と自己形成、医学教育と生
涯学習、歴史的経緯と現状、学術的アプロー
チと実践などの関係性を考察検討するため
の基本的枠組と方向性を示すことができた。 
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